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問　

市
の
生
活
保
護
世
帯
数
の
推

移
を
伺
い
ま
す
。

答　

平
成
27
年
度
の
983
世
帯
に
対

し
、
令
和
６
年
度
は
１
千
176
世
帯

で
193
世
帯
、
19
・
６
％
の
増
と
な

っ
て
お
り
、
生
活
保
護
世
帯
は

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

問　

学
校
給
食
費
無
償
化
の
拡
大

に
伴
う
市
の
給
食
関
連
予
算
の
財

源
を
伺
い
ま
す
。

答　

国
が
新
た
に
創
設
し
た
交
付

金
を
充
当
し
、
不
足
分
は
公
費
補

填
し
ま
す
。

問　

給
食
を
通
じ
た
食
育
の
推
進

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問　

市
街
化
調
整
区
域
の
土
地
利

用
方
針
を
策
定
す
る
目
的
を
伺
い

ま
す
。

答　

北
千
葉
道
路
の
整
備
な
ど
、

市
へ
の
影
響
が
大
き
い
イ
ン
フ
ラ

整
備
を
控
え
る
中
で
、
市
街
化
調

整
区
域
の
現
況
や
立
地
、
社
会
ニ

ー
ズ
な
ど
、
各
区
域
の
実
情
に
応

じ
た
適
切
な
土
地
利
用
を
方
向
づ

問　

市
内
に
点
在
す
る
文
化
財
に

つ
い
て
、
文
化
庁
が
進
め
る
日
本

遺
産
の
よ
う
な
視
点
を
取
り
入
れ

た
面
的
な
観
光
展
開
に
関
す
る
見

解
を
伺
い
ま
す
。

答　

市
内
の
遺
跡
な
ど
を
中
心
と

し
て
、
今
後
は
面
的
な
広
が
り
を

意
識
し
た
散
策
コ
ー
ス
の
検
討
、

マ
ッ
プ
や
案
内
看
板
の
作
成
な
ど

文
化
財
を
観
光
に
つ
な
げ
る
取
組

問　

市
の
世
帯
類
型
別
世
帯
数
を

伺
い
ま
す
。

答　

令
和
６
年
度
の
生
活
保
護
世

帯
１
千
176
世
帯
の
う
ち
、
男
女
と

も
に
65
歳
以
上
の
者
の
み
で
構
成

さ
れ
て
い
る
高
齢
者
世
帯
は
585
世

帯
で
約
50
％
、
配
偶
者
が
い
な
い

答　

第
３
期
鎌
ケ
谷
市
教
育
振
興

基
本
計
画
で
は
、
食
育
に
つ
い
て

「
健
や
か
な
身
体
づ
く
り
と
心
豊

か
な
食
卓
を
～
食
の
自
立
を
目
指

そ
う
～
」
を
基
本
理
念
に
「
食
べ

る
力
を
つ
け
る
」、「
食
を
大
切
に

す
る
力
を
つ
け
る
」
の
目
標
を
掲

げ
推
進
し
て
い
ま
す
。

け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

問　

北
千
葉
道
路
・
Ｉ
Ｃ
等
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し
た
４
つ
の

エ
リ
ア
に
お
け
る
主
な
立
地
誘
導

施
設
・
機
能
を
伺
い
ま
す
。

答　

新
鎌
ケ
谷
駅
周
辺
西
側
地
区

は
、
住
宅
・
商
業
・
本
社
オ
フ
ィ

ス
な
ど
で
す
。（
仮
称
）
鎌
ケ
谷

東
Ｉ
Ｃ
周
辺
は
、
道
の
駅
・
大
規

模
施
設
園
芸
等
の
農
業
生
産
機
能

な
ど
で
す
。（
仮
称
）
鎌
ケ
谷
西

Ｉ
Ｃ
周
辺
、
都
市
計
画
道
路
３
・

１
・
２
号
粟
野
田
境
線
エ
リ
ア
は

物
流
・
情
報
通

信
・
製
造
業
な

ど
で
す
。
北
千

葉
道
路
沿
道
は

商
業
・
流
通
業

務
機
能
な
ど
で

す
。

の
実
施
を
考
え
て
い
ま
す
。

問　

近
隣
市
に
も
点
在
す
る
野
馬

土
手
関
連
施
設
を
近
隣
自
治
体
と

連
携
し
た
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

な
ど
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
が
、

観
光
周
遊
の
視
点
と
し
て
の
考
え

方
を
伺
い
ま
す
。

答　

点
在
す
る
野
馬
土
手
を
線
で

結
ぶ
よ
う
な
観
光
周
遊
の
視
点
は

文
化
財
を
観
光
資
源
と
し
て
考
え

問　

給
食
の
献
立
構
成
の
現
状
と

物
価
が
高
騰
し
た
場
合
の
保
護
者

負
担
を
伺
い
ま
す
。

答　

現
在
の
献
立
構
成
で
栄
養
価

は
充
足
し
て
お
り
、
毎
年
度
実
施

し
て
い
る
児
童
生
徒
を
対
象
に
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
給
食
の
満
足

度
は
向
上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
後
の
物
価
高
騰
に
よ
る
賄
材
料

費
の
増
額
分
は
、
市
で
負
担
し
ま

す
。

る
上
で
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

近
隣
市
と
ど
の
よ
う
な
協
力
連
携

が
可
能
な
の
か
、
調
査
研
究
し
て

い
き
ま
す
。

生
活
保
護
行
政
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

学
校
給
食
費
無
償
化
後
の
給
食
の
質
向
上

及
び
食
育
の
充
実
に
つ
い
て
　
　
　
　
　

北
千
葉
道
路
の
整
備
を
見
通
し
た 

ま
ち
づ
く
り
　
　
　
　
　
　
　
　

文
化
財
を
活
か
し
た
観
光
施
策
に
つ
い
て

松
　
原
　
美
　
子
　
議
員

水
　
町
　
元
　
大
　
議
員

宗
　
川
　
洋
　
一
　
議
員

泉
　
川
　
洋
　
二
　
議
員

問　

令
和
７
年
の
日
本
の
総
人
口

は
前
年
か
ら
約
90
万
人
減
少
し
、

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
の
課
題

が
深
刻
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
市

の
出
生
数
を
上
げ
る
施
策
と
し
て

令
和
９
年
度
か
ら
の
後
期
基
本
計

画
で
の
取
組
の
方
向
性
を
伺
い
ま

問　

同
制
度
の
主
な
対
象
者
を
伺

い
ま
す
。

答　

認
知
症
な
ど
に
よ
り
判
断
能

力
が
不
十
分
で
、
具
体
的
に
は
、

口
座
か
ら
預
貯
金
を
引
き
出
す
、

家
賃
や
公
共
料
金
等
を
支
払
う
な

ど
の
金
銭
管
理
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

や
施
設
入
所
等
の
契
約
を
行
う
た

め
の
判
断
な
ど
が
難
し
い
者
が
対

象
で
す
。

問　

同
制
度
の
課
題
に
対
す
る
解

決
策
を
伺
い
ま
す
。

答　

市
で
は
、
支
援
が
必
要
な
者

を
早
期
に
把
握
す
る
た
め
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、
地
域
の
民
生
委
員
や
自

問　

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
つ
い

て
、
市
の
基
本
的
な
考
え
方
を
伺

い
ま
す
。

答　

少
子
高
齢
化
や
労
働
力
不
足

等
の
社
会
課
題
に
対
応
し
、
持
続

可
能
な
行
財
政
運
営
を
図
る
た
め

Ｄ
Ｘ
基
本
方
針
を
策
定
し
ま
し
た
。

本
方
針
で
は
Ｄ
Ｘ
推
進
環
境
の
整

備
、
市
役
所
業
務
の
効
率
化
、
市

民
の
利
便
性
向
上
の
３
つ
の
取
組

領
域
を
定
め
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

問　

市
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
今
後
の
展

問　

職
員
向
け
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
一
人
一
人
の
職
員
が
カ
ス
ハ

ラ
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
ら
よ

い
か
判
断
す
る
上
で
非
常
に
重
要

だ
と
思
い
ま
す
が
、
鎌
ケ
谷
市
職

員
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
概
要
を
伺
い
ま

問　

外
国
人
住
民
の
増
加
に
伴
う

言
語
や
生
活
習
慣
の
違
い
へ
の
市

の
取
組
を
伺
い
ま
す
。

答　

市
民
課
を
は
じ
め
と
す
る
窓

口
で
は
、
多
言
語
翻
訳
機
や
通
訳

サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
意
思
疎
通
を

図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
課

題
の
取
組
と
し
て
生
成
Ａ
Ｉ
に
よ

る
画
像
認
識
を
用
い
て
10
言
語
で

ご
み
の
分
別
を
案
内
で
き
る
「
鎌

ケ
谷
Ａ
Ｉ
ご
み
ナ
ビ
」
を
令
和
８

年
４
月
に
導
入
し
ま
す
。

問　

障
が
い
者
の
差
別
解
消
に
向

問　

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
を
活
用
し

た
市
を
盛
り
上
げ
る
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
い
ま

す
。

答　

事
業
者
か
ら
は
、
隣
接
す
る

複
数
の
自
治
体
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
実
施
や
観
光
地
を
巡
る
ス
タ
ン

す
。

答　

人
口
減
少
対
策
と
出
生
数
の

向
上
を
重
要
課
題
と
し
て
位
置
付

け
、
各
分
野
に
お
い
て
重
点
的
か

つ
優
先
的
、
ま
た
横
断
的
に
取
り

組
む
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
定

し
、
事
業
の
重
点
化
を
図
っ
て
い

治
会
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど

の
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し

併
せ
て
必
要
な
情
報
提
供
を
適
宜

行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
市
民

の
立
場
で
後
見
活
動
を
行
う
市
民

後
見
人
を
育
成
す
る
た
め
、
後
見

制
度
の
実
務
に
携
わ
っ
て
い
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
に
委
託
し
、
市
民
後
見

人
講
座
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

開
を
伺
い
ま
す
。

答　

ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
一
人
ひ
と

り
の
便
利
で
快
適
を
支
え
る
ま
ち

を
掲
げ
、
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。
具
体
的
に
は
各
課
１
名
程

度
の
推
進
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、
契

約
書
類
の
作
成
等
を
自
動
化
す
る

契
約
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
保

育
園
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
ほ
か

書
か
な
い
窓
口
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で

完
結
で
き
る
行
政
手
続
き
の
整
備

な
ど
に
よ
り
業
務
の
効
率
化
と
市

民
の
利
便
性
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

請
願
・
陳
情
は
ど
な
た
で
も
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

各
会
議
で
審
議
を
希
望
す
る
場
合
は
、
議
会
事
務
局
窓
口
へ
直
接

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

請
願
書
は
、
議
員
の
紹
介
が
必
要
で
す
。（
※
陳
情
書
は
不
要
）

　

要
旨
は
簡
潔
、
明
瞭
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　

内
容
が
多
方
面
に
わ
た
る
場
合
は
、そ
れ
ぞ
れ
別
の
請
願
書（
陳

情
書
）
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
郵
送
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
陳
情
は
、
そ
の
写
し
を
全
議

員
に
配
付
し
ま
す
が
、
審
議
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

す
。

答　

本
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
カ
ス
ハ
ラ

か
ら
職
員
を
守
り
、
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
毅
然
と
し
た
態
度
で
臨

む
こ
と
を
目
的
に
策
定
し
ま
し
た
。

カ
ス
ハ
ラ
の
定
義
を
「
要
求
を
実

現
す
る
た
め
の
手
段
や
態
様
が
社

け
た
理
解
促
進
と
し
て
の
障
害
平

等
研
修
（
Ｄ
Ｅ
Ｔ
）
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答　

Ｄ
Ｅ
Ｔ
研
修
は
障
が
い
を
個

人
の
問
題
で
は
な
く
、
社
会
側
の

障
壁
と
し
て
捉
え
、
対
話
を
通
じ

気
づ
き
を
深
め
る
研
修
で
す
。
市

で
も
令
和
４
年
度
に
関
係
機
関
の

職
員
を
対
象
に
実
施
し
、
当
事
者

視
点
を
学
ぶ
有
意
義
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
は
合
理
的
配
慮

の
理
解
促
進
に
向
け
た
取
組
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

プ
ラ
リ
ー
の
事
例
が
あ
る
と
伺
っ

て
お
り
、
市
の
知
名
度
向
上
や
地

域
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
調
査
研
究
を
し
て
い
き
ま
す
。

問　

移
動
販
売
は
、
買
い
物
支
援

だ
け
で
な
く
地
域
の
交
流
の
場
、

見
守
り
、
フ
レ
イ
ル
予
防
や
孤
立

鎌
ケ
谷
市
総
合
基
本
計
画
に
つ
い
て

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
よ
る
市
民
生

活
の
利
便
性
向
上
に
つ
い
て
　
　
　
　

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る

対
策
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
様
性
と
共
生
社
会
の
推
進
に
つ
い
て

市
民
の
安
全
安
心
の
暮
ら
し
の
た
め
の

対
策
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
　
崎
　
　
　
悟
　
議
員

葛
　
山
　
繁
　
隆
　
議
員

後
　
関
　
俊
　
一
　
議
員

小
　
易
　
和
　
彦
　
議
員

富
　
田
　
信
　
恵
　
議
員

伊
　
福
　
幸
　
一
　
議
員

ま
す
。
後
期
基
本
計
画
で
は
、
子

育
て
支
援
策
や
都
市
基
盤
整
備
な

ど
に
加
え
、
雇
用
の
創
出
と
い
う

観
点
か
ら
企
業
誘
致
の
重
要
性
が

一
層
高
ま
る
も
の
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
視
点
を
踏
ま
え

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
を
改

め
て
精
査
し
、
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
が
一
人
で
も
多
く

増
え
る
よ
う
な
取
組
を
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

防
止
な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
が

今
後
の
取
組
を
伺
い
ま
す
。

答　

事
業
者
や
利
用
者
か
ら
移
動

販
売
に
関
す
る
相
談
が
あ
っ
た
場

合
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
支
援

を
行
う
と
と
も
に
、
移
動
販
売
を

周
知
す
る
た
め
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
活
用
し
、
継
続
し
て
情
報

提
供
を
行
い
ま
す
。

65
歳
未
満
の
女
子
と
18
歳
未
満
の

子
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
母
子

世
帯
は
57
世
帯
で
約
５
％
、
世
帯

主
が
65
歳
未
満
の
傷
病
・
障
が
い

世
帯
は
367
世
帯
で
約
31
％
、
そ
の

他
世
帯
は
167
世
帯
で
約
14
％
と
な

っ
て
お
り
、
生
活
保
護
世
帯
の
う

ち
半
分
は
高
齢
者
世
帯
と
な
っ
て

い
ま
す
。

会
通
念
上
不
相
当
な
も
の
で
、
そ

の
手
段
等
に
よ
り
職
員
の
就
業
環

境
を
害
す
る
も
の
」
と
し
て
お
り

カ
ス
ハ
ラ
に
該
当
す
る
可
能
性
の

あ
る
言
動
や
判
断
基
準
、
基
本
的

な
対
応
や
避
け
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト

な
ど
と
と
も
に
、
カ
ス
ハ
ラ
に
対

し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
ら
よ

い
か
、
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
対

応
フ
ロ
ー
図
を
載
せ
て
い
ま
す
。生成AIを搭載したAIごみナビ生成AIを搭載したAIごみナビ

請
願
・
陳
情
を
提
出
さ
れ
る
方
へ

澁谷家住宅（登録有形文化財）澁谷家住宅（登録有形文化財）


